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12月定例会 12月定例会 

（一般質問） 

ワクチン接種に補助 小児用 ワクチン接種に補助 小児用 2

10

肺炎球菌ワクチン助成はどうなった 15

（一般質問） 今後の防災のあり方は 7

精神医療費の助成を全疾病に 
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お願い
　私を食べないで～



１２月定例会は１１月３０日から１２月１６日までの
１７日間の会期で開かれました。 
町から提出された議案は、人事院勧告による

町職員給与の条例改正のほか２２年度補正予
算など、全部で１８議案の提案がありました。町
職員給与の条例改正と補正予算5議案、および
占用料等を改正する3議案は賛成多数で可決、
他の議案は全員賛成で可決しました。 
一般質問は6人の議員が行いました。 

「子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時特例交付金」
は、子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用
肺炎球菌ワクチンの定期接種化に向けての検討を踏ま
えた緊急的な予防接種促進措置で、平成２３年度末まで
の2カ年の事業です。 
予防接種法上の定期接種に定められると、全額公費負
担になる可能性があります。 

接種費用を 2/3 補助 接種費用を 2/3 補助 接種費用を 2/3 補助 
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は

5
3
0
0
円
に
 

け
い
 

２３
年
1
月
か
ら
実
施
中

実
施
中
 

２３
年
1
月
か
ら
実
施
中
 

子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン 
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年頭のごあいさつ 年頭のごあいさつ 

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
1

月
か
ら
、
自
己
負
担
額
3
分

の
1
で
接
種
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
 

自
己
負
担
額
の
残
り
は
、

国
と
市
町
村
が
半
分
ず
つ
負

担
し
ま
す
。
 

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
者
、

1
回
当
た
り
の
自
己
負
担
額

は
下
の
表
の
通
り
で
す
。
 

予
防
接
種
の
再
開
 

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
 

1
7
3
0
万
円
 

0
・
１５
月
分
を
減
額
 

議
員
の
期
末
手
当
 

指
定
管
理
者
の
継
続
 

明けましておめでとうございます。 

皆様には、平成２３年の初春を健やかにお迎えの

ことと心からお喜び申し上げます。 

我が国の経済は、急激な円高不況から脱却でき

ずにいます。法人町民税に税収の多くを依存する

当町も、その影響を免れることはできません。 

平成２３年度の財政運営はこれまでにも増して厳

しい様相が思慮されます。そのような中、大口南

小学校の建設が始まります。限られた財源を有効

に使うため、事業の再点検をしながら緊急かつ重

要な事業へ重点配分して進めることになります。 

我々議会の使命は、最終的な政策決定と執行機

関の監視であります。厳しい状況であるがゆえに、

より一層その役割が重要になるものと認識してお

ります。4月には統一地方選挙が行われます。残

された4カ月の任期を、議員一同最後まで全力で

その任務にあたる所存でおります。 

終わりにあたり、皆様のご健勝とご多幸をご祈

念申し上げ、年頭に当たってのごあいさつといた

します。 

平成２３年元旦 

議長  酒 井 久 和 

接種費用を 2/3 補助 接種費用を 2/3 補助 

   日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
、

1
7
3
0
万
円
を
追
加
し
ま

す
。
 

平
成
１７
年
か
ら
日
本
脳
炎

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て

は
積
極
的
な
勧
奨
を
差
し
控

え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
理
由

は
、
A
D
E
M
（
急
性
散
在

性
脳
脊
髄
炎
）
と
の
因
果
関

係
が
疑
わ
れ
た
た
め
、
厚
生

労
働
省
か
ら
積
極
的
な
勧
奨

を
し
な
い
よ
う
通
知
が
あ
っ

た
か
ら
で
す
。
 

そ
の
厚
労
省
か
ら
、
２２
年

4
月
に
3
歳
児
に
対
す
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
再
開
、
8
月

に
は
差
し
控
え
期
間
で
接
種

で
き
な
か
っ
た
人
へ
の
救
済

措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
た
め
、
接
種
勧
奨
と

と
も
に
、
日
本
脳
炎
予
防
接

種
の
予
算
を
追
加
し
ま
す
。
 

   議
員
の
期
末
手
当
（
一
般

の
ボ
ー
ナ
ス
に
あ
た
る
も
の
）

を
0
・
１５
月
分
減
ら
す
議
案

は
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。
こ
の
議
案
は
人
事
院

勧
告
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
 

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
１２
月

の
期
末
手
当
は
、
議
長
は
9

万
円
、
議
員
は
6
万
6
0
0
 

0
円
ほ
ど
の
減
額
に
な
り
ま

し
た
。
 

議
員
と
同
様
、
町
長
な
ど

の
特
別
職
も
、
同
率
の
減
額

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
 

 老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
健

康
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
の
期
限
が
3
月
で
満
了
し

ま
す
。
指
定
管
理
者
を
継
続

さ
せ
る
議
案
が
提
出
さ
れ
た

の
で
、
議
会
は
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。
 

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
指
定

管
理
者
と
期
間
は
、
次
の
通

り
で
す
。
 

◎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 

憩
い
の
四
季
（
5
年
）
 

◎
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
 

マ
ー
メ
イ
ド
・
技
研
ほ
ほ

え
み
プ
ラ
ザ
共
同
体
（
5
年
）
 

 ※
指
定
管
理
者
制
度
 

地
方
公
共
団
体
等
が
管
理
・

運
営
し
て
い
た
公
の
施
設
を
、

企
業
や
N
P
O
法
人
な
ど
に

代
行
さ
せ
る
制
度
。
 

ワクチンの種類 

子宮頸がん予防 

ヒブ（Hib） 

小児用肺炎球菌 

接種対象者 

中1～高1女子 

0歳～4歳児 

0歳～4歳児 

自己負担額 
（本来の費用） 

5,300円 
（15,939円） 

2,900円 
（8,852円） 

3,700円 
（11,267円） 
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問 □ 

答 □ 答 □ 問 □ 

問 □ 答 □ 
１２月議会の議案の中から、主な質疑・

討論を要約してお知らせします。 

　
愛
知
県
の
人
事
委
員
会

は
、
民
間
よ
り
給
与
が
低
く

な
っ
た
と
し
て
、
3
1
8
1

円
の
引
き
上
げ
勧
告
を
し
た
。

こ
れ
は
「
職
員
の
地
域
手
当

を
1
・
5
％
引
き
下
げ
た
の

で
、
民
間
よ
り
低
く
な
っ
た
」

と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
 

大
口
町
は
地
域
手
当
を
全

廃
し
た
。
今
年
も
人
事
院
勧

告
で
給
料
の
引
き
下
げ
が
勧

告
さ
れ
た
が
、
県
の
例
に
照

ら
せ
ば
、
大
口
町
も
引
き
上

げ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
 

　
人
事
委
員
会
を
置
く
こ

と
が
で
き
な
い
団
体
は
、
民

間
給
与
と
比
較
す
る
す
べ
を

持
た
な
い
。
根
拠
の
な
い
中

で
給
料
を
上
げ
た
り
下
げ
た

り
す
る
こ
と
は
、
説
明
責
任

が
果
た
せ
な
い
。
 

独
自
に
人
事
委
員
会
を
も

つ
県
と
は
異
な
り
、
国
の
勧

告
に
準
拠
す
る
以
外
、
算
定

の
方
法
が
な
い
。
 

　
国
の
勧
告
に
従
わ
な
い

と
、
制
裁
で
も
あ
る
の
か
。
 

　
特
別
交
付
税
の
算
定
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
の
方

針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
交
付

税
の
算
定
基
準
が
示
さ
れ
な

い
の
で
、
実
際
に
制
裁
が
あ

る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。

た
だ
、
大
口
町
は
こ
れ
ま
で

も
国
の
基
準
に
従
っ
て
改
正

し
て
き
て
い
る
。
 

 

　
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
が

1
0
0
万
円
も
追
加
さ
れ
る
。

ど
う
い
う
理
由
か
。
 

　
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の

交
付
に
は
所
得
制
限
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
対
象
外
で
あ
っ
た

方
が
、
折
か
ら
の
不
況
で
所

得
が
減
少
し
、
対
象
者
に
な

っ
た
た
め
で
あ
る
。
 

 

な
ぜ
人
事
院
勧
告
に
 

従
う
の
か
 

ラ・モーナ幼稚園 
クリスマス・パー
ティー 

職
員
給
与
の
改
正

職
員
給
与
の
改
正
 

職
員
給
与
の
改
正

職
員
給
与
の
改
正
 

職
員
給
与
の
改
正

職
員
給
与
の
改
正
 

職
員
給
与
の
改
正
 

討論 今
は
、
や
む
を
得
な
い
 

 賛
成
 

宮
田
和
美
 

な
か
な
か
景
気
が
回
復

せ
ず
、
民
間
給
料
は
下
が

っ
た
ま
ま
だ
。
町
税
も
減

っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
状

況
を
考
え
れ
ば
や
む
を
得

な
い
。
 

そ
も
そ
も
公
務
員
は
、

住
民
の
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
思
い
で
選
ん
だ
仕
事

だ
。
給
料
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
 

人
事
院
勧
告
は
民
間
ベ

ー
ス
と
比
較
と
い
う
が
、

概
し
て
大
手
企
業
だ
。
中

小
企
業
は
も
っ
と
厳
し
い
。
 

人
事
院
の
勧
告
は
、
庶

民
の
声
を
反
映
し
た
も
の

だ
。
 

む
し
ろ
引
き
上
げ
が
妥
当
 

 反
対
 

吉
田
　
正
 

民
間
と
比
べ
て
公
務
員

の
給
料
の
方
が
7
5
7
円

高
い
か
ら
、
引
き
下
げ
る

と
い
う
今
年
の
人
事
院
勧

告
。
し
か
し
、
大
口
町
の

職
員
給
与
は
、
全
国
平
均

と
比
較
す
る
と
4
万
円
も

低
い
。
む
し
ろ
引
き
上
げ

が
妥
当
だ
。
 

国
家
公
務
員
と
地
方
公

務
員
は
勤
務
の
あ
り
方
が

違
う
。
基
準
を
合
わ
せ
よ

う
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も

無
理
。
 

4
月
に
廃
止
し
た
地
域

手
当
を
復
元
し
な
い
と
、

公
務
員
同
士
で
格
差
が
広

が
る
ば
か
り
だ
。
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不
況
不
況
で
対
象
者
が

対
象
者
が
増
加
増
加
 

不
況
で
対
象
者
が
増
加
 



問 □ 

問 □ 答 □ 

答 □ 

問 □ 

問 □ 答 □ 答 □ 

大
口
橋
の
上
部
工
を
発
注
 

建設中の大口橋＝上小口三丁目 

　
大
口
橋
架
け
替
え
工
事

で
6
6
0
0
万
円
追
加
補
正

す
る
。
橋
の
上
部
工
を
発
注

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
な
ぜ

今
年
度
な
の
か
。
 

　
大
口
橋
は
北
小
学
校
の

通
学
路
に
な
っ
て
い
る
。
２３

年
度
予
算
だ
と
完
成
が
２４
年

に
な
っ
て
し
ま
う
。
今
の
時

期
は
橋
け
た
の
発
注
件
数
が

少
な
く
、
製
作
期
間
が
1
カ

月
半
ほ
ど
短
縮
で
き
る
し
、

下
部
工
と
工
期
を
合
わ
せ
る

こ
と
で
作
業
を
簡
素
化
で
き

る
。
 

２３
年
9
月
頃
に
は
完
了
す

る
。
夏
休
み
明
け
に
は
通
学

路
と
し
て
使
え
る
た
め
、
今

回
の
補
正
に
計
上
し
た
。
 

   　
下
水
道
事
業
特
別
会
計

の
歳
入
で
、
受
益
者
負
担
金

を
約
2
3
0
0
万
円
減
額
す

る
。
 

割
引
が
あ
る
の
で
一
括
納

付
し
た
方
が
得
な
は
ず
。
な

ぜ
こ
れ
ほ
ど
予
想
を
下
回
っ

た
の
か
。
 

　
大
手
企
業
の
受
益
者
負

担
金
を
一
括
納
付
と
予
測
し
、

予
算
を
計
上
し
た
。
事
前
に

企
業
と
は
調
整
し
た
が
、
先

方
の
都
合
に
よ
り
全
納
さ
れ

な
か
っ
た
。
こ
れ
が
減
額
の

要
因
で
あ
る
。
 

   　
道
路
占
用
料
な
ど
の
改

正
は
、
地
価
を
反
映
さ
せ
た

も
の
と
の
説
明
だ
っ
た
。
比

率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

ま
た
、
急
激
に
上
昇
す
る

も
の
は
、
激
変
緩
和
措
置
と

し
て
調
整
額
を
設
け
て
い
る
。

具
体
的
に
ど
う
い
う
計
算
を

す
る
の
か
。
 

　
県
内
町
村
域
の
地
価
の

平
均
値
5
万
7
6
0
0
円
が

4
万
5
7
5
円
に
、
商
業
地

5
万
2
6
0
0
円
が
5
万

6
5
5
2
円
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
愛
知
県
が
算
定
し
た
数

字
で
あ
る
。
こ
の
地
価
を
基

礎
に
新
料
金
を
求
め
た
。
 

調
整
額
は
、
新
し
い
占
用

料
額
に
到
達
す
る
ま
で
、
旧

の
占
用
料
額
を
毎
年
1
・
1

倍
ず
つ
上
げ
て
い
く
も
の
。
 

　
税
収
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
き
に
、
ど
う

し
て
占
用
料
を
下
げ
る
の
か
。
 

　
平
成
9
年
に
改
正
し
た

と
き
は
、
電
柱
1
本
8
5
0

円
を
1
7
0
0
円
に
上
げ
た
。

地
価
が
上
が
っ
た
と
き
は
占

用
料
を
上
げ
て
お
い
て
、
下

が
っ
た
と
き
に
据
え
置
き
で

は
、
説
明
が
で
き
な
い
。
 

  

占
用
料
等
の
改
正

占
用
料
等
の
改
正
 

占
用
料
等
の
改
正

占
用
料
等
の
改
正
 

占
用
料
等
の
改
正

占
用
料
等
の
改
正
 

占
用
料
等
の
改
正
 

お
わ
び
と
訂
正
 

　
前
回
号
の
「
質
疑
あ
れ

こ
れ
」
で
、
基
金
残
高
一

覧
表
の
「
ふ
る
さ
と
づ
く

り
基
金
」
の
額
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。
 

誤
　
9
億
2
0
0
0
万
円
 

正
　
　
　
9
2
0
0
万
円
 

県
に
準
じ
た
均
衡
改
正
 

 賛
成
 

宮
田
和
美
 

占
用
料
は
、
公
共
用
物

の
利
用
の
対
価
と
し
て
、

賃
料
相
当
額
を
基
本
に
し

て
い
る
。
 

今
回
の
改
正
は
、
愛
知

県
が
県
下
の
固
定
資
産
税

評
価
額
を
基
に
決
定
し
た

町
村
域
の
占
用
料
に
準
じ

て
改
正
す
る
も
の
。
 

前
回
の
改
正
時
に
は
大

幅
な
増
額
も
し
て
い
る
。

県
の
占
用
料
と
の
均
衡
等

を
勘
案
し
て
占
用
料
を
定

め
て
い
る
の
で
、
地
価
が

下
が
っ
た
と
き
に
占
用
料

を
下
げ
る
の
は
や
む
を
得

な
い
。
 

大
企
業
へ
の
優
遇
施
策
 

 反
対
 

田
中
一
成
 

地
価
下
落
と
い
う
が
、

固
定
資
産
税
は
一
向
に
下

が
っ
て
い
な
い
。
 

大
企
業
が
大
き
な
比
率

を
占
め
る
占
用
料
等
を
値

下
げ
す
る
や
り
方
は
、
大

企
業
優
遇
、
庶
民
冷
遇
だ
。
 

財
源
不
足
の
折
、
何
ら

か
の
税
収
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
、

大
企
業
向
け
の
占
用
料
等

を
下
げ
る
な
ん
て
、
も
っ

て
の
ほ
か
だ
。
 

討論 
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受
益
者
負
担
金
が

受
益
者
負
担
金
が
激
減
激
減
 

受
益
者
負
担
金
が
激
減
 

道
路
占
用
料

道
路
占
用
料
を
改
正
改
正
 

道
路
占
用
料
を
改
正
 



12月定例会では6人が 
一般質問をしました。 町政を問う 町政を問う 

一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

勉

 

巡
回
バ
ス

新
路
線
は
考
え
ら
れ
な
い
か 

部
長 

調
査
を
も
と
に
、路
線
を
再
編
成 

丹羽　勉  

現
在
4
台
で
運
行

し
て
い
る
巡
回
バ

ス
を
1
台
増
や
し
て
、
①
高

齢
者
な
ど
か
ら
要
望
の
多
い

江
南
厚
生
病
院
行
き
②
町
内

施
設
を
回
遊
す
る
路
線
の
導

入
（
例
、
買
い
物
コ
ー
ス
・

通
院
コ
ー
ス
）
―
―
を
考
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
 

①
現
段

階
で
は
、

町
単
独
で
江
南
厚
生
病
院
へ

の
乗
り
入
れ
は
考
え
て
い
な

い
。
 

　
バ
ス
事
業
は
、
住
民
や
来

訪
者
の
町
内
移
動
、
鉄
道
駅

へ
の
足
の
確
保
が
第
一
義
。

町
域
を
超
え
た
運
行
区
域
の

拡
大
は
、
広
域
交
通
網
の
整

備
と
い
う
観
点
か
ら
、
関
係

市
町
を
交
え
て
対
処
す
る
必

要
が
あ
る
。
 

　
②
日
常
生
活
の
足
と
し
て

必
要
な
、
鉄
道
駅
・
ス
ー
パ

ー
・
病
院
・
主
要
公
共
施
設

を
巡
回
で
き
る
路
線
編
成
を

行
っ
て
い
る
つ
も
り
。
 

　
1
便
ご
と
に
乗
降
デ
ー
タ

を
収
集
し
、
利
用
者
目
線
に

よ
る
改
善
を
行
っ
て
き
た
。

今
年
度
は
さ
ら
に
、
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
「
動
態

傾
向
と
利
用
ニ
ー
ズ
の
調
査
」

を
計
画
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
に
基
づ
き
、
路
線
・
ダ
イ

ヤ
の
再
編
成
と
、
利
用
促
進

策
を
検
討
し
て
い
く
予
定
。
 

歩
く
こ
と
は
最
も

気
軽
な
健
康
づ
く

り
で
あ
る
。
高
齢
者
が
安
心

し
て
利
用
で
き
る
や
さ
し
い

歩
行
空
間
づ
く
り
に
、
▽
歩

道
の
段
差
解
消
▽
車
い
す
が

す
れ
違
え
る
幅
の
広
い
歩
道

の
整
備
▽
夜
間
で
も
安
全
に

歩
け
る
よ
う
に
街
灯
の
設
置

―
―
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。
 

高
齢
者

に
と
っ

て
負
担
に
な
る
と
こ
ろ
や
危

険
な
個
所
が
あ
る
。
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
、
町
全
体
を
見
据

え
た
総
合
的
な
考
え
方
で
取

り
組
ん
で
い
く
。
 

歩
道
の
段
差

を
解
消
し
た

が
た
め
に
、
歩
道
に
車
が
止

ま
る
と
い
う
弊
害
も
出
て
き

た
。
一
概
に
フ
ラ
ッ
ト
が
良

い
と
は
言
え
な
い
。
 

　
段
差
が
き
つ
い
歩
道
は
段

差
を
緩
く
す
る
、
歩
道
の
な

い
と
こ
ろ
は
グ
リ
ー
ン
塗
装

す
る
な
ど
、
整
備
の
方
法
を

考
え
な
が
ら
進
め
た
い
。
 

丹
羽 

丹
羽 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

建
設
部
長 

高齢者に優しい歩道を 
部長 総合的な視点で考えたい 
高齢者に優しい歩道を 
部長 総合的な視点で考えたい 
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災
害
対
策
基
本
法

の
規
定
に
基
づ
き
、

大
口
町
地
域
防
災
計
画
が
策

定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

近
年
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
を

み
る
と
、
計
画
に
限
界
が
出

始
め
て
い
る
。
 

　
住
民
が
行
政
に
頼
る
こ
と

な
く
災
害
に
立
ち
向
か
う
「
自

助
意
識
の
醸
成
」
と
、
地
域

自
治
組
織
の
整
備
は
欠
か
せ

な
い
。
今
後
の
あ
り
方
を
ど

う
考
え
る
か
。
 

今
ま
で
の
行
政
主
導

の
防
災
で
は
、
対
応

に
限
界
が
あ
る
。
こ

れ
か
ら
は
、
住
民
の

方
が
自
ら
の
判
断
で

行
動
で
き
る
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。
 

　
大
口
町
の
避
難
施

設
は
小
中
学
校
、
町

民
会
館
、
健
康
文
化

セ
ン
タ
ー
、
旧
北
小

学
校
体
育
館
の
7
施
設
。
こ

の
ほ
か
に
、
学
共
を
地
域
の

拠
点
施
設
と
し
て
位
置
付
け

た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
地

域
の
自
主
防
災
組
織
の
育
成

は
欠
か
せ
な
い
。
 

地
域
住
民
の
活
動

拠
点
で
あ
る
学
共

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
対
策
は

不
十
分
で
あ
る
。
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
は
、
大
変

不
便
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
。
 

　
現
在
の
状
況
と
、
今
後
の

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。
 

学
共
の

管
理
事

業
の
運
営
を
協
働
委
託
し
て

い
る
地
域
か
ら
順
に
、
ス
ロ

ー
プ
・
手
す
り
・
洋
式
ト
イ

レ
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
進
め
て
い
る
。
 

　
現
在
は
地
区
に
よ
っ
て
ば

ら
つ
き
が
あ
る
が
、
将
来
的

に
は
全
地
域
で
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
を
進
め
、
利
用
し
や
す

い
施
設
に
整
備
し
て
い
く
。
 

み
ん
な
に
優
し
い

バ
リ
ア
フ
リ
ー
社

会
の
構
築
の
た
め
、
ど
の
よ

う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
か
。
 

①
公
共

施
設
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
②
各

種
行
事
へ
の
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
の
派
遣
③
高
齢
者
や

障
が
い
者
を
取
り
巻
く
課
題

に
つ
い
て
の
理

解
促
進
④
図
書

館
で
は
目
の
不

自
由
な
方
へ
、

大
活
字
本
や
点

字
図
書
の
充
実

―
―
を
行
っ
て

い
く
。
 

酒井　治  

今
後
の
防
災
の
あ
り
方
は 

部
長 
学
共
を
拠
点
施
設
に
位
置
付
け
た
い 

一
　
般 

質
　
問 

酒

井

　

治

 

酒
井 

酒
井 

酒
井 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

バリアフリー対策が不十分 
部長 順次、整備を進めていく 

学習等共同利用施設 

物干しざおと毛布で担架が完成 
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水深が浅く、むき出しとなった土砂 

整然と分別されている河北の常時回収 

河
北
地
区
で
は
段

ボ
ー
ル
・
雑
紙
・

ビ
ニ
ー
ル
類
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
ト
レ
ー
な
ど
の
常
時
回

収
を
行
っ
て
い
る
。
 

　
河
北
地
区
の
取
り
組
み
を

ど
う
見
て
い
る
か
。
 

河
北
地

区
の
取

り
組
み
は
、
「
自
分
た
ち
の

子
ど
も
や
孫
の
た
め
に
何
が

で
き
る
か
を
考
え
て
始
ま
っ

た
」
と
聞
い
て
い
る
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
は
全
国
的
に

も
珍
し
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

関
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。
 

　
河
北
地
区
の
取
り
組
み
が
、

大
口
町
で
取
り
組
ん
で
き
た

可
燃
ご
み
減
量
施
策
の
き
っ

か
け
だ
っ
た
と
言
え
る
。
 

常
時
回
収
を
利
用

し
て
い
る
人
は
、

「
大
変
便
利
で
助
か
る
」
と

言
う
。
 

　
な
ぜ
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
、
全
町
に
広
が
ら
な
い
の

か
。
 

現
在
、

資
源
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
や
町
内

の
ス
ー
パ
ー
で
も
資
源
ご
み

を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ

う
し
た
利
便
性
の
良
さ
が
あ

る
た
め
だ
と
思
う
。
 

近
年
、
地
球
温
暖

化
が
原
因
と
言
わ

れ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
、
日
本

の
各
地
で
発
生
し
て
い
る
。

町
内
を
流
れ
る
河
川
で
も
、

大
量
の
雨
で
堤
防
の
決
壊
さ

え
起
き
て
い
る
。
 

　
五
条
川
を
み
る
と
、
中
州

に
土
砂
が
た
ま
っ
て
流
れ
が

悪
く
な
っ
て
い
る
。
少
し
で

も
流
れ
を
良
く
し
て
お
く
べ

き
だ
。
 

　
な
ぜ
土
砂
を
除
去
し
な
い

の
か
。
 

国
は
「
治
水
・

利
水
中
心
の

川
づ
く
り
」
か
ら
「
治
水
・

利
水
・
環
境
を
調
和
さ
せ
る

川
づ
く
り
」
へ
と
転
換
し
た
。

国
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

愛
知
県
も
、
可
能
な
限
り
自

然
の
特
性
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

活
用
す
る
こ
と
を
基
本
方
針

と
し
て
い
る
。
 

　
そ
う
し
た
側
面
が
あ
る
の

と
、
他
の
河
川
と
比
較
し
て

著
し
く
流
水
を
阻
害
し
て
い

る
状
況
で
は
な
い
の
で
、
緊

急
性
が
低
い
と
考
え
ら
れ
た

た
め
だ
。
 

一
　
般 

質
　
問 

宮

田

和

美

 

宮田和美  

宮
田 

宮
田 

宮
田 

地
域
協
働
参
事 

地
域
協
働
参
事 

建
設
部
長 

なぜ全町に広がらないのか 
参事 スーパーでも資源ごみを出せる 

資源ごみ常時回収 

五
条
川
の
浚
渫
工
事
を 

部
長 

流
れ
て
お
り
、緊
急
性
は
低
い 

し
ゅ
ん 

せ
つ 
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深
刻
な
不
況
を
打

開
す
る
施
策
と
し

て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助

成
す
る
制
度
が
全
国
の
自
治

体
に
広
が
っ
て
い
る
。
 

　
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果

も
大
き
い
。
大
口
町
で
も
実

施
し
た
ら
ど
う
か
。
 大

口
町

で
は
、

▽
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
た

め
の
住
宅
改
修
▽
要
介
護
者

の
た
め
の
住
宅
改
修
▽
木
造

住
宅
の
耐
震
改
修
―
―
に
対

し
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
補
助
制
度
の
件
数

が
伸
び
悩
ん
で
い
る
中
、
さ

ら
な
る
補
助
を
創
設
す
る
こ

と
は
考
え
づ
ら
い
。
 

　
し
か
し
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
制
度
を
「
耐
震
化
」
「
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
」
と
い
う
目

的
で
活
用
す
る
な
ら
検
討
す

る
意
義
は
あ
る
。
 

国
保
税
が
高
す
ぎ

て
、
払
い
た
く
て

も
払
え
な
い
と
い
う
状
況
を

改
善
す
べ
き
で
あ
る
。
厳
し

い
財
政
状
況
で
は
あ
る
が
、

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を

増
額
す
る
考
え
は
な
い
か
。
 

一
般
会

計
か
ら

の
繰
り
入
れ
は
、
国
保
加
入

者
で
な
い
方
へ
負
担
を
求
め

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
安
易

に
行
う
べ
き
で
は
な
い
。
 

　
平
成
２３
年
度
は
賦
課
限
度

額
の
引
き
上
げ
を
含
め
た
税

率
の
見
直
し
が
必
要
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て

い
る
。
 

子
ど
も
が
生
ま
れ

る
と
国
保
税
（
均

等
割
）
が
上
が
る
。
こ
れ
で

は
少
子
化
対
策
に
逆
行
し
て

い
る
。
 

　
均
等
割
を
課
さ
な
い
、
あ

る
い
は
減
額
は
で
き
な
い
か
。
 

国
民
健

康
保
険

は
各
個
人
が
被
保
険
者
で
あ

り
、
被
用
者
保
険
と
は
違
っ

て
扶
養
と
い
う
考
え
方
で
は

な
い
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も

で
あ
っ
て
も
加
入
者
数
に
応

じ
た
均
等
割
が
課
さ
れ
る
制

度
に
な
っ
て
い
る
。
 

　
少
子
化
対
策
と
し
て
は
、

①
中
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費

を
無
料
②
給
食
費
の
負
担
軽

減
―
―
を
行
っ
て
い
る
。
町

全
体
で
子
育
て
支
援
策
を
考

え
て
い
る
の
で
、
国
保
税
の

中
で
の
減
額
は
考
え
て
い
な

い
。
 

   そ
の
他
の
質
問
 

　
2
市
2
町
新
ご
み
処
理

施
設
の
進
め
方
は
。
 

　
候
補
地
周
辺
の
方
々
に
、

誠
心
誠
意
説
明
す
る
。
 

　
施
設
建
設
の
あ
り
方
・

運
営
の
あ
り
方
な
ど
を
住

民
参
加
で
議
論
し
た
い
。
 

田中一成  

一
　
般 

質
　
問 

田

中
一
成

 

田
中 

田
中 

田
中 

健
康
福
祉
部
長 

地
域
協
働
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

住
宅
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成
を

助
成
を 

部
長
部
長 

耐
震
化

耐
震
化
に
活
用
活
用
す
る
な
ら
意
義
意
義
は
あ
る 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成
を 

部
長 

耐
震
化
に
活
用
す
る
な
ら
意
義
は
あ
る 

子どもの均等割をやめよ 
部長 制度上の仕組み。その考えはない 

国民健康保険税 
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町
の
人
口
の
1
％

も
の
人
が
何
ら
か

の
精
神
障
が
い
が
あ
り
、
精

神
障
害
者
医
療
受
給
者
証
を

所
持
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

働
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は

何
人
い
る
か
。
 

現
在
の

就
労
状

況
は
把
握
し
て
い
な
い
。
平

成
２１
年
中
の
所
得
状
況
に
よ

る
と
、
給
与
な
ど
の
所
得
が

あ
っ
た
人
は
７４
人
、
所
得
の

な
か
っ
た
人
は
1
2
4
人
だ

っ
た
。
 

精
神
障
が
い
の
医

療
費
助
成
を
全
疾

病
に
し
て
い
る
の
は
、
県
内

５７
の
自
治
体
中
３１
団
体
に
も

上
る
。
 

　
所
得
が
な
く
、
障
害
年
金

を
受
け
て
い
る
人
も
い
る
。

そ
れ
な
ら
、
知
的
障
が
い
や

身
体
障
が
い
と
同
様
、
精
神

障
が
い
も
医
療
費
助
成
の
対

象
を
全
疾
病
に
す
べ
き
だ
。
 

精
神
障

害
者
保

健
福
祉
手
帳
1
・
2
級
の
方

に
つ
い
て
は
、
平
成
２３
年
度

中
に
、
全
疾
病
を
対
象
に
し

た
医
療
費
助
成
を
開
始
し
て

い
く
。
 

中
小
口
の
一
部
住

民
に
「
区
画
整
理
」

と
「
交
換
分
合
」
の
ど
ち
ら

を
希
望
す
る
の
か
ア
ン
ケ
ー

ト
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果

は
ど
う
な
っ
た
。
 

配
付
件
数

1
0
1
件
で
、

５８
件
回
収
し
た
。
内
訳
は
、

区
画
整
理
事
業
9
件
、
交
換

分
合
４２
件
、
白
紙
7
件
だ
っ

た
。
 

現
在
組
織
さ
れ
て

い
る
中
小
口
区
画

整
理
事
業
発
起
人
会
は
ど
う

な
る
。
 

ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
踏
ま

え
、
解
散
を
決
定
し
た
。
関

係
権
利
者
に
も
、
ま
ち
づ
く

り
だ
よ
り
を
通
じ
て
報
告
し

た
。
 

　
今
後
は
土
地
の
交
換
分
合

を
実
施
す
る
新
し
い
体
制
が

必
要
に
な
る
。
三
つ
ぐ
ら
い

の
区
域
に
分
け
て
、
こ
れ
ま

で
の
経
緯
を
よ
く
知
る
発
起

人
会
の
役
員
が
中
心
と
な
っ

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
た
。
 

交
換
分
合
が
ど
う

い
う
も
の
か
を
権

利
者
に
よ
く
知
ら
せ
た
上
で
、

事
業
を
進
め
て
ほ
し
い
。
 

  そ
の
他
の
質
問
 

　
私
立
高
校
生
の
保
護
者

負
担
を
軽
減
せ
よ
。
 

　
現
在
、
見
直
し
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
。
 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

吉田　正  

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

医療費の助成を全疾病に 
部長 1・2級者を対象に開始する 

精神障がい者 

中
小
口
区
画
整
理
事
業 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
い
か
に
 

部
長 

新
組
織
で
交
換
分
合
を
進
め
て
い
く 

法律の規定に基づかない区画形
質の変更に伴う土地の交換分合 
　区域内に土地がある2人以上
の者が、その土地の利用増進
を図るために、土地の区画形
質の変更に際し交換分合を行
った場合には、その交換分合
が必要最小限である限り、交
換分合による土地の譲渡はな
かったものとして取り扱う。 
　土地が区画形質の変更費用
のために譲渡されたときは、
所有していた面積比など合理
的基準により、譲渡したもの
とする＝所得税基本通達33－
6の6
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孤
立
化
す
る
高
齢

者
が
増
え
る
中
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え

る
仕
組
み
づ
く
り
は
、
社
会

の
要
請
で
あ
る
。
高
齢
者
見

守
り
事
業
は
２２
年
度
の
単
年

度
事
業
だ
。
見
守
り
事
業
は

来
年
度
も
継
続
し
て
い
く
べ

き
だ
。
 

 

今
年
度

事
業
だ

け
で
、
単
身
高
齢
者
の
見
守

り
体
制
が
構
築
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
来
年
度
以
降
も

見
守
り
事
業
を
推
進
し
て
い

く
。
 

買
い
物
や
外
出
な

ど
の
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
も
充
実
を
図
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
 

　
ど
う
考
え
る
か
。
 

現
在
行

っ
て
い

る
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と

と
も
に
、
地
域
の
状
況
に
応

じ
た
独
自
の
支
援
体
制
の
構

築
の
た
め
、
各
区
に
出
向
き
、

生
の
声
を
聞
く
こ
と
に
努
め

た
い
。
 

認
知
症
の
人
が
徘

徊
し
て
も
大
丈
夫

と
言
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
徘
徊
模
擬
訓
練
を

実
施
し
て
は
ど
う
か
。
 

近
隣
で

は
岩
倉

市
、
北
名
古
屋
市
、
小
牧
市

が
徘
徊
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。
 

　
訓
練
の
手
法
や
有
効
性
等

に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
き
た

い
。
 

国
の
救
急
救
命
受

講
率
の
目
標
は
２０

％
だ
。
 

　
①
大
口
町
の
状
況
は
。
 

　
②
役
場
職
員
、
教
職
員
等

の
受
講
率
は
ど
う
か
。
 

　
③
A
E
D
と
一
緒
に
、
周

囲
を
囲
う
シ
ー
ト
が
あ
れ
ば

便
利
だ
。
設
置
の
考
え
は
。
 

　
④
以
前
、
中
学
生
の
受
講

を
提
案
し
た
。
当
時
の
教
育

長
は
「
学
校
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
」
と
答

弁
し
た
。
そ
の
後
の
取
り
組

み
は
。
 

 

①
平
成

１７
年
か

ら
現
在
ま
で
5
2
8
5
人
が

受
講
し
た
（
再
受
講
を
含
む
）
。

丹
羽
郡
管
内
で
9
・
4
％
に

な
る
。
 

　
②
役
場
職
員
４９
％
、
保
育

士
６２
％
、
教
職
員
８８
％
。
 

　
役
場
職
員
は
窓
口
対
応
の

多
い
課
を
中
心
に
受
講
し
て

き
た
が
、
今
後
は
職
員
研
修

の
一
環
と
し
て
講
習
会
へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
た
い
。
 

　
③
設
置
で
き
る
も
の
は
早

急
に
設
置
し
た
い
。
 ④

学
校

に
A
E
 

D
設
置
後
、
保
健
体
育
の
授

業
で
使
い
方
を
教
え
て
い
る
。
 

実
際
に
機
器
を
使

っ
て
体
験
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
か
。
 限

ら
れ

た
授
業

時
間
の
中
で
、
全
員
が
体
験

す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
。
 

 

柘植　満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

柘
植 

柘
植 

柘
植 
柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

地
域
協
働
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

救命講習は増えているか 
部長 全職員を受講させたい 

丹羽消防署員に心臓マッサージとAEDの使用方法を教わる
住民＝9月4日、大口町防災訓練で 

単
身
高
齢
者
の
た
め
に 

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
 

部
長 

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
構
築
し
た
い は

い
 

か
い
 

救命講習は増えているか 
部長 全職員を受講させたい 
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スライドを見ながら説明を聞く委員＝勝山市 

　
福
井
県
坂
井
市
に
あ
る
つ

ぼ
み
保
育
園
は
、
昭
和
４１
年

に
無
認
可
保
育
所
と
し
て
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
社
会
福

祉
法
人
と
な
り
、
現
在
は

2
2
8
人
の
子
ど
も
を
預
か

る
私
立
の
保
育
園
で
す
。
 

　
つ
ぼ
み
保
育
園
の
特
徴
は
、

間
仕
切
り
の
な
い
広
い
保
育

室
に
、
2
歳
か
ら
5
歳
ま
で

の
園
児
（
約
1
8
0
人
）
が

縦
割
り
で
、
3
ク
ラ
ス
に
分

か
れ
て
い
る
点
で
す
。
異
学

年
が
同
じ
ク
ラ
ス
で
保
育
を

受
け
る
こ
と
で
、
▽
年
長
児

は
年
少
児
の
世
話
を
す
る
▽

年
少
児
は
年
長
児
を
手
本
に

す
る
―
―
な
ど
の
効
果
が
あ

る
よ
う
で
す
。
 

　
イ
タ
リ
ア
人
マ
リ
ア
・
モ

ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
の
教
育
法
「
子

ど
も
に
自
由
と
良
い
環
境
を
」

と
い
う
理
念
を
取
り
入
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
伸
び

伸
び
と
遊
べ
る
園
庭
な
ど
の

保
育
環
境
を
大
切
に
し
て
い

ま
し
た
。
 

　
保
育
園
に
看
護
師
を
常
置

し
、
ま
た
、
外
部
の
目
で
審

査
を
受
け
る
「
第
三
者
評
価
」

を
受
審
す
る
な
ど
、
保
育
の

質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
 

　
勝
山
市
は
子
育
て
支
援
施

策
が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り

で
す
。
 

　
①
安
全
安
心
な
出
産
体
制
 

　
市
内
の
病
院
と
大
学
病
院

が
連
携
を
取
っ
て
い
る
。
妊

婦
健
診
時
の
交
通
費
に
助
成

制
度
が
あ
る
。
 

　
②
出
産
奨
励
金
 

　
第
3
子
以
上
の
出
産
に
奨

励
金
が
進
呈
さ
れ
る
。
 

　
▽
第
3
子
　
　
３０
万
円
 

　
▽
第
4
子
　
　
４０
万
円
 

　
▽
第
5
子
〜
　
５０
万
円
 

　
③
子
育
て
短
期
支
援
事
業
 

　
保
護
者
が
病
気
等
の
理
由

で
一
時
的
に
子
ど
も
を
養
育

で
き
な
い
と
き
、
児
童
養
護

施
設
と
連
携
し
、
保
護
す
る
。
 

　
④
子
育
て
生
活
応
援
事
業
 

　
小
学
3
年
生
以
下
の
子
ど

も
を
育
て
る
家
庭
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
一
時
保
育
、

保
育
園
等
へ
の
送
迎
、
家
事

の
代
行
を
す
る
。
 

◆
 

　
つ
ぼ
み
保
育
園
は
私
立
ゆ

え
の
特
別
な
取
り
組
み
も
い

く
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、
保

育
と
い
う
視
点
か
ら
、
参
考

に
す
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
勝
山
市
の
子
育
て

支
援
策
は
と
て
も
素
晴
ら
し

く
、
今
後
、
町
に
提
案
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
 

（
委
員
長
　
酒
井
　
治
） 

　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は
保
育
の
先
進
地
事

例
を
学
ぶ
た
め
、
9
月
２９
日
と
３０
日
に
福
井
県

坂
井
市
と
勝
山
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
 

第三者評価 
保育所などが提供するサービスを、公
正中立な第三者の立場で専門的かつ客
観的に評価を行う制度。第三者評価を
実施することでさまざまな気づきが得
られ、より良い施設運営に結びつくと
言われている。 

整理棚で仕切っているだけ。フロア全体が見渡せます 
＝つぼみ保育園 

2
歳
か
ら
5
歳
を
 

同
じ
ク
ラ
ス
で
保
育
 

目標 

子育て支援日本一 
福井県勝山市 

視察報告 視察報告 
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1年に２４毛作も可能 

　
南
小
学
校
建
設
特
別
委

員
会
で
新
設
す
る
体
育
館

の
床
面
高
を
検
討
し
た
結

果
、
学
校
敷
地
東
南
角
の

道
路
レ
ベ
ル
（
設
計
G
L
）

と
体
育
館
の
床
レ
ベ
ル
を

合
わ
せ
る
こ
と
で
決
着
し

ま
し
た
。
 

　
当
初
の
設
計
案
で
は
、

設
計
G
L
か
ら
1
メ
ー
ト
ル

下
げ
る
予
定
で
し
た
が
、

体
育
館
の
屋
根
形
状
や
配

置
を
見
直
す
こ
と
で
、
日

影
の
問
題
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

判
断
し
、
設
計
案
を
変
更

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
2
月
中
旬
に
工
事
の
入

札
が
あ
り
、
２４
年
3
月
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。
 

（
委
員
長
　
倉
知
敏
美
） 

　
大
政
ク
ラ
ブ
は
農
業
公
園
構
想
を
研
究
す
る
た

め
、
１０
月
4
日
と
5
日
に
三
重
県
伊
賀
市
の
水
耕

栽
培
と
農
業
体
験
学
習
の
場
「
伊
賀
の
里
モ
ク
モ

ク
手
作
り
フ
ァ
ー
ム
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
 

南
小
体
育
館
 

床
面
高
を
決
定
 

視察報告 視察報告 

　
水
耕
栽
培
を
全
国
展
開
し

て
い
る
三
重
県
伊
賀
市
の
㈱

夢
農
会
・
法
花
本
部
農
場
を

視
察
し
ま
し
た
。
 

　
応
対
し
て
い
た
だ
け
た
社

長
の
お
話
に
よ
る
と
、
水
耕

栽
培
は
①
肥
培
管
理
②
栽
培

床
の
溶
存
酸
素
量
③
水
溶
液

の
流
速
④
水
素
イ
オ
ン
指
数

（
P
H
）―
―
の
管
理
で
年

１２
〜
２４
毛
作
が
可
能
、
ま
た

水
溶
液
の
温
度
管
理
で
ハ
ウ

ス
内
の
冷
暖
房
は
不
要
に
な

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

　
実
際
に
入
っ
た
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
は
、
幅
1
メ
ー
ト

ル
、
長
さ
３０
メ
ー
ト
ル
の
水

耕
栽
培
ベ
ッ
ド
が
１０
ラ
イ
ン

並
ん
で
い
て
、
種
ま
き
直
後

の
も
の
か
ら
収
穫
寸
前
ま
で

の
野
菜
が
育
て
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
通
常
は
6
人
の
パ
ー

ト
で
、
3
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
を
切
り
盛
り
す
る
そ
う

で
す
。
 

　
水
耕
栽
培
ベ
ッ
ド
は
、

毎
日
出
荷
す
る
た
め
に

は
最
低
１８
ラ
イ
ン
が
必

要
で
、
諸
設
備
を
含
ん

で
約
1
8
0
0
万
円
か

か
る
そ
う
で
す
。
 

　
荒
れ
た
遊
休
地
に
悩

む
地
域
、
農
業
に
活
路

を
見
出
し
た
い
人
に
は
、

一
見
の
価
値
が
あ
る
栽

培
方
法
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

体
験
学
習
の
場
 

食
と
農
業
を
見
つ
め
直
す
 

　
「
伊
賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手

作
り
フ
ァ
ー
ム
」
は
、
年
間

５０
万
人
の
来
場
者
、
４７
億
円

も
の
売
り
上
げ
を
誇
る
農
事

組
合
法
人
に
成
長
し
て
い
ま

し
た
。
モ
ク
モ
ク
フ
ァ
ー
ム

は
、
伊
賀
市
の
養
豚
農
家
が

中
心
と
な
っ
て
、
手
作
り
ハ

ム
の
「
ハ
ム
工
房
モ
ク
モ
ク
」

を
設
立
し
た
の
が
き
っ
か
け
。

以
来
、
体
験
教
室
、
地
ビ
ー

ル
な
ど
の
工
房
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
宿
泊
施
設
な
ど
多
方
面

に
展
開
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
 

　
第
1
次
産
業
で
あ
る
農
業

を
、
第
2
次
・
第
3
次
産
業

に
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
せ

た
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
、
農
業
公

園
構
想
を
持
つ
当
町
も
大
い

に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
商
業
的
す
ぎ
る
面
は
、

慎
重
に
検
討
す
る
余
地
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。
 

（
会
長
　
倉
知
敏
美
） 

（上）出荷を待つチンゲン菜 
（下）丁寧な説明を受ける議員 

1年に２４毛作も可能 1年に２４毛作も可能 
葉物野菜の水耕栽培 

南小学校の全体イメージ図。左側の建物が体育館 
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（上）4年2組の児童ら 
（左）当日のメニュー 

　
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
は

１２
月
9
日
、
大
口
北
小
学
校

の
4
年
生
と
6
年
生
の
ク
ラ

ス
に
分
か
れ
て
学
校
給
食
を

試
食
し
ま
し
た
。
 

　
見
知
ら
ぬ
お
じ
さ
ん
で
あ

る
私
た
ち
の
訪
問
に
、
最
初

は
と
ま
ど
い
気
味
の
子
ど
も

た
ち
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
無

邪
気
な
笑
顔
で
、
や
さ
し
く

迎
え
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

ご
飯
、
牛
乳
、
が
ん
も
ど
き

と
大
根
の
煮
物
、
鮭
の
塩
焼

き
、
変
わ
り
漬
け
。
大
人
向

け
の
渋
い
メ
ニ
ュ
ー
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も

た
ち
は
残
さ
ず
食
べ
て
、
お

代
わ
り
す
る
子
が
何
人
も
…
。

子
ど
も
た
ち
の
胃
袋
に
び
っ

く
り
で
す
。
 

　
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
食
器
を

前
に
、
「
ご
ち
そ
〜
さ
ま
で

し
た
ー
」
。
 

　
教
室
に
元
気
な
声
が
響
き

ま
し
た
。
 

（
委
員
長
　
酒
井
　
治
） 

残さず食べて ごちそうさまでした！ 

給食大好き　元気な北っ子 

　大口町議会は、11月6日（土）のふれあいまつり

で議会クイズ「議会ってなんだゃ～も？」を実施し

ました。大変多くの方にご参加いただき、心よりお

礼申し上げます。 

　クイズを通して感じたことは、予想以上に「議会」

「議員」というものが知られていないことでした。 

　そこで、少しでも理解を深めていただくために、

新コーナー「クイズでわかる町議会」を始めます。 

　気軽に挑戦してみてください。 

　次の設問は大口町の議員について説明したも
のです。 
　正しいものはどれでしょうか。 

（1）議員の任期は4年である。 

（2）議員に立候補できる年齢は満20歳以上で
ある。 

（3）議員の任期中に町外へ引っ越しても問題
はない。 

（4）町は、議員が社長を務める会社と請負契
約を結ぶことはできない。 

（5）議員定数の上限は、26人である。 

答は、次のページです 
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追　跡 追　跡 
1年前の一般質問 1年前の一般質問 

議会だよりでは、定例会での一般質問の要旨を掲載しています。 
そして、その後どのように町政に反映されたかも追跡調査しています。 
今回は、平成21年12月定例会からピックアップしました。 

肺炎球菌ワクチンは任意接種のため、1回
8000円程度かかる。 
公費助成をする考えはないか。 

（柘植　満） 

肺炎球菌ワクチンの効果は5年と言われてい
る。しかも日本では、現在のところ一生に1回
の接種しか認められていない。そうした状況
を踏まえると、インフルエンザ予防接種の勧奨、
うがい・手洗いの励行を進めていきたい。 

高齢者の方への助成は、23年度から開始で
きるよう検討している。なお、0歳から4歳ま
での乳幼児に対する小児用肺炎球菌ワクチン
の助成は23年1月から始めた。 

多くの方がこの助成制度を待ち望んでいた。
大変喜んでいると思う。 

高齢者に肺炎球菌 
ワクチンの助成を 

公費助成より 
風邪をひかぬ対策 

23年度から開始 

質問者の満足度 

健康福祉部長答弁 

どうなった 

企業誘致計画を立てるのであれば、次期都
市計画マスタープランに盛り込まれるべきだ。
連動性はどうなっているか。　　（土田　進） 

企業誘致の候補地を都市計画マスタープラ
ンの土地利用計画に盛り込むことで、連動性
が出てくると考えている。 

既存の工業地と主要な幹線道路沿いを工業
ゾーンと定め、新規の企業立地を誘導していく。
そうした方針で都市計画マスタープランの策
定を進めている。 

企業誘致と都市計画は連動するか 

企業誘致候補地を計画に盛り込む 

工業ゾーンに誘導 

建設部長答弁 

どうなった 

（1）○　23年4月30日に満了 
（2）×　満25歳以上　 
（3）×　議会の決定で資格を失う 
（4）○　兼業の禁止規定に抵触　 
（5）○　条例で15人に 

クイズでわかる町議会　答え 
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議
会
だ
よ
り
 

発
行
／
大
口
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会
 

議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

〒
４８０
-０１４４

 愛
知
県
丹
羽
郡
大
口
町
下
小
口
七
丁
目
１５５
番
地
 

　
　
　
　
　
　
T
EL（
0587）95

-1111　
 FA
X
 95
-1454

まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

　
乗
馬
を
始
め
た
き

っ
か
け
は
 

　
１５
年
前
観
光
牧
場

で
引
き
馬
を
し
て
も

ら
い
、
馬
の
あ
た
た

か
さ
、
力
強
さ
に
魅

せ
ら
れ
て
、
も
っ
と

馬
と
ふ
れ
合
い
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
 

　
初
め
て
で
も
乗
れ

ま
す
か
 

　
経
験
豊
か
な
馬
に

乗
れ
る
の
で
安
心
で

す
。
馬
は
乗
っ
て
い

る
人
の
心
臓
の
音
ま

で
聞
い
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
願
う
こ
と
は
 

　
馬
に
乗
れ
る
か
ら

健
康
、
健
康
だ
か
ら

乗
馬
が
で
き
る
。
元

気
が
一
番
!!
 

◆
　
◆
 

　
取
材
を
兼
ね
て
乗

馬
を
体
験
し
ま
し
た
。

目
線
は
観
光
バ
ス
ぐ

ら
い
高
か
っ
た
で
す
。
 

（
吉
田
　
正
） 

3月定例会予定 

手続き簡単 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

議

長

 
 

委
員
長 

副
委
員
長 

委

員

 

酒
井
久
和 

 

宮
田
和
美 

酒
井
　
治 

吉
田
　
正 

岡
　
孝
夫 

丹
羽
　
勉 

土
田
　
進 

発
行
責
任
者 

議
会
広
報
常
任
委
員
会 

レッスン中の中村さん　クレイン恵那にて 

フランダースの犬で有名なアントワープの広場 

馬が大好き 馬が大好き 
乗馬歴15年 中村きぬ子さん 

会議録をご覧ください 
　町議会の会議録をインターネット

で公開しています。町のホームペ

ージ内に掲載していますので、ぜ

ひご覧ください。 

大口町議会 検索 

3月 3日（木）　議案説明 

3月 7日（月）　議案質疑 

3月 9日（水）　議案質疑 

3月16日（水）　一般質問 

3月17日（木）　一般質問 

3月23日（水）　討論・採決 

表紙の写真 
中保育園の生活発表会。 
恐ろしい“トロル”に「食べな
いで」と懇願する子ヤギさん。
トロルなんかやっつけてしまえ
と息巻く大ヤギさん。それぞ
れの役になり切ったかわいい
演技でした＝年中くま組「三
匹のヤギのがらがらどん」より 

12 月
定
例
会
 N
o.1
8
4

平
成
2
3
年
2
月
1
日
 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

 

議
員
は
お
祭
り
の
と
き
な
ど
に

お
金
を
寄
付
し
た
り
、
お
酒
な
ど
を

届
け
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

有
権
者
が
求
め
て
も
い
け
ま
せ
ん
。 

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す 

 寄
付
行
為
の
禁
止

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

寄
付
行
為
の
禁
止 

 

　3年前の冬、乗馬の練習中に大動脈剥離（は
くり）で倒れました。乗馬クラブの人の機転で、
すぐに救急要請。即入院となりましたが、馬

に乗りたい一心でリハビリに励み、半年後に
は仕事に復帰。再び乗馬もできるようになり
ました。 
　娘さん夫婦が住むベルギーへ行っても、馬
の都でもあるオーストリアのウィーンまで気
高く白い馬「リピッツアーナ」の演技を見に
行くほどです。 

病気を乗り越えて 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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